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果は磁場に鈍感な SmOs4Sb12 の重い電子状態の説明を与えるものである。 
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 本論文では、第一に、充填スクッテルダイト化合物 SmOs4Sb12 において観測された「磁場に鈍感な重い電子状態







 第二に、充填スクッテルダイト化合物 ROs4Sb12（R＝La、Pr、Sm 等）やクラスレート化合物 La3Pd20Ge5 で見ら
れる超音波分散（通常の金属ではそのような分散は観測されない）の起源について理論的に研究した。f 電子系の結
晶場状態を記述するために用いられ（成功を納めた）擬粒子法を電子－格子系に適用し、フォノンの低エネルギース
ペクトルの詳細な温度依存性・振動数依存性を評価することに成功した。これによって、実験的に観測されている（温
度の下降にともなう）弾性定数の上昇およびその振動数依存性を説明することができた。またこの結果は、ごく最近
非弾性中性子散乱時実験で見出された「イオン振動にともなうソフトモード」の起源をも解明するものである。この
低エネルギースペクトルは、イオンの有効ポテンシャルがオフセンター型に変形していく課程で得られるものであり、
上記の磁場に鈍感な重い電子状態の理論とともに、統一的に、観測されている実験事実の理解を与えている。 
 上述のように、本論文の結果は局所イオン自由度と電子が強く結合することにより生じる非自明な低エネルギー現
象を統一的に解明したものでその学術的意義は大きく、博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
